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１２月の学校行事

曜日 学 校 行 事 ＰＴＡ行事
１ 土 うちどくの日 土曜センター（凧作り＆うどんパーティー）8：30～ 年末街頭啓発
２ 日 市Ｐ合唱祭 15:05頃出演予定
３ 月 登校指導 安全点検 委員会 英語教室（３年） Ｐ登校指導
４ 火 Ｐ運営委員会 19:30
５ 水 英語教室（１・２年） いじめなくそうデー 下校14:40頃
６ 木 昔あそび（福寿会の皆さんに来ていただいて）１年10：50～

学校保健安全委員会 15:40～ 下校15:20頃
７ 金 紀之川ブロック小中交流会（ひまわり学級）
８ 土 土曜教室 家庭科作品展（市民会館）10:00～16:00
９ 日 家庭科作品展（市民会館）10:00～16:00

１０ 月 学年発表集会（５・６年）14:30～15:15 英語教室（４年）
１１ 火 居住地交流（ひまわり学級）スクールガードリーダー（午前）
１２ 水 下校14:40頃
１５ 土 土曜教室（２学期最終）
１７ 月 クラブ
１８ 火 学校評価委員会・学校評議員会 15:00～ 頭髪しらべ
１９ 水 下校14:40頃
２０ 木 開校記念日（１３７周年） 授業を行います
２１ 金 ２学期終業式 下校12:00
２３ 日 天皇誕生日
２４ 月 振替休日

１月８日（火）３学期始業式

な
か
の
し
ま

中之島小学校が１３７歳
の誕生日を迎えます

１２月２０日（木）

中之島小学校は開校１３７
周年を迎えます。本校は１８
７５年１２月２０日に北ノ丁（現
在の中之島小学校より西側の紀和
駅の方）に開校しました。児童数
は９０名で、先生は２名、教室は
２部屋で、読み書きそろばんの授
業が中心だったそうです。
１２月２０日は通常授業を行い

ます。

赤い羽根の共同募金

１０月１日から赤い羽根の共同
募金を行いました。
本校では

２０，９０５円
の募金が集まり
ました。
ご協力ありが

とうございまし
た。

かかわりから育つ子どもたち
校長 湯川 泰成

校庭の色づいたサクラやイチョウの葉が、北風に吹かれて散っていきます。季節は冬を迎えたようです。２学期

もあと２０日ほどとなりました。子どもたちは、２学期の学習のまとめに頑張っているところです。

今月、よい天気に恵まれ、全校で和歌山城へ遠足に行ってきました。１・２年生にとっては少し長い距離を歩く

ことになったのですが、５・６年生が１・２年生の手をひいてあげたので、１・２年生も約５０分程度の道のりを

見事歩くことができました。低学年の子を気遣いながら歩く高学年の姿には、お兄さん・お姉さんとしての自覚を

感じることができました。

和歌山城に着くと、紅葉した樹木が子どもたちを迎えてくれました。和歌山

城では、１年から６年生のたてわりグループでのウォークラリーを行いました。

６年生が、各グループのリーダーとして活躍する姿、下の学年のことを考えて

行動する姿、各グループがファミリーのようにお弁当を食べる姿等、すてきな

姿をたくさん見ることができました。

６年生の「たてわりの遠足」の作文には、次のようなことが書かれていました。

今日は、たてわり遠足に行ってきました。私のグループの子たちは、静かな子が多くて、「大丈夫かな・・」と

不安でいっぱいでした。でも、行ってみると、「これ知ってる！ ～やで！」とか、「次、ここ行こうよ！」とい

うように、たくさんしゃべってくれてうれしかったです。名前も呼んでくれるようになって、一気に仲良くなれ

た気がしました。ウォークラリーでは上位に入ることができたし、お弁当もグループみんなで食べることができ

とても楽しかったです。

本当に今日は楽しかったです。

６年生にとっては、今年度３度目の和歌山城(１回目：歴史学習、２回目：写生会、３回目：全校遠足）でしたが、

子どもたちは異学年の子とのかかわりからいろいろなことを感じ、多くのことを学んでくれたようです。

本校では、たてわりの活動(たてわり清掃・たてわり給食・たてわり遠足等）、保幼小の交流を取り入れ、教育活

動を進めています。その成果として、下の学年の子に、また、保育所・幼稚園の園児に優しくかかわる姿が多く見

られるようになってきています。

１１月１８日の教育講演会において、本田昌子先生を講師にお迎えして、「親の言い分と子どものこころ」という

テーマでお話をしていただきました。子どものこころは、乳幼児期に情緒（喜怒哀楽）、幼児期に社会性・適応性、

児童期に自立、思春期には知性、という順序で発達していくようです。この発達をしっかり理解し、子どもにかか

わっていかなければなりません。子どもが話かけてきた時、「そうか、そうやったんや。」としっかり受け止めるこ

とで、子どもは自分でいろいろ考えるようになり、自立の発達を遂げていくようです。「しつけは子どもをコントロ

ールするものでなく、子どもの力を引き出すこと。」、「あいまいな表現（ちゃんとしなさい、さっさとしなさい等）

は子どもには理解できない。具体的に話しましょう。」「子どもと感情的に勝負をしない。間違った時は素直に謝る。

うそはつかない。」など、子どもとかかわる上で大切なことを教えていただきました。


